
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

   

   

 

   

   

   

 

     

   

 

 
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成25年２月期第１四半期の連結業績（平成24年３月１日～平成24年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年２月期第１四半期 13,011 10.4 1,758 262.4 1,712 231.8 1,534 682.6
24年２月期第１四半期 11,780 △5.4 485 － 516 － 196 －

(注) 包括利益 25年２月期第１四半期 2,110百万円( 353.1％) 24年２月期第１四半期 465百万円( －％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

25年２月期第１四半期 41.68 －
24年２月期第１四半期 5.33 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年２月期第１四半期 37,963 28,273 74.4
24年２月期 35,697 26,161 73.2

(参考) 自己資本 25年２月期第１四半期 28,256百万円 24年２月期 26,145百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00
25年２月期 －

25年２月期(予想) － － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年２月期の連結業績予想（平成24年３月１日～平成25年２月28日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 23,000 △0.4 200 △77.8 250 △69.2 △300 － △8.15
通期 50,000 5.4 2,000 △21.0 2,100 △17.6 1,000 △11.8 27.17

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



   

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年２月期１Ｑ 40,213,388株 24年２月期 40,213,388株

② 期末自己株式数 25年２月期１Ｑ 3,405,142株 24年２月期 3,405,100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年２月期１Ｑ 36,808,292株 24年２月期１Ｑ 36,808,609株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P３「連結業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。
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当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要などを背景として、一部に

持ち直しの動きが見られたものの、欧州政府債務危機を巡る不確実性が再び高まっており雇用・所得環

境は改善しないまま、依然として厳しい状況で推移しました。 

このような厳しい経営環境のもと、当社グループは、昨年の8月に公表いたしました中期経営計画の達

成を目指し、当第1四半期連結累計期間では、次の取り組みなどを行いました。  

国内市場におきましては、宣伝広告費を増額（前年同期比）し、新商品を投入することで新規顧客の

掘り起こしを行い、さらには、お客様サービスを徹底することで既存顧客の定着を促進しました。海外

市場では、欧米事業の利益成長を図り、さらに、中国市場では市場の拡大を図るための経営基盤の確立

に努めました。  

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は130億11百万円（前年同期比10.4%増）、連結営

業利益は17億58百万円（前年同期比262.4%増）、経常利益は17億12百万円（前年同期比231.8%増）、四

半期純利益は15億34百万円（前年同期比682.6%増）となりました。  

  

当第１四半期連結累計期間より報告セグメントの区分を変更しております。 

詳細は、Ｐ９「報告セグメントの変更等に関する事項」に記載しております。 

  

①アデランス（オーダーメイド）事業  

アデランス事業では、女性向けにテレビCMをターゲット層に的確に発信する反響型ビジネスを展開

し、さらには男性向けにヘアケア・スカルプケア・育毛商品やサービスを発売するなど、販売促進しま

した。アデランス事業の売上高は、男性売上、女性売上、とも前年同期を上回り、前年同期比９億34百

万円増（16.3%増）の66億67百万円、営業利益は６億48百万円増（40.7%増）の22億41百万円となりまし

た。 

②フォンテーヌ（レディメイド）事業  

フォンテーヌ事業の百貨店・直営店ルート売上は、新商品の投入によるラインアップの充実を図り、

販売員の接客技術の向上もあり、堅調に推移しました。美材ルート売上もキャンペーンが堅調に推移し

たことで、フォンテーヌ事業の売上高は前年同期比２億94百万円増（12.4%増）の26億57百万円となりま

した。営業利益は、前年同期比３億10万円増（47.4%増）の９億66百万円となりました。  

③ボズレー（ヘアトランスプラント）事業  

北米で展開しているボズレー事業の売上高は、広告宣伝を積極的に展開したことで、現地通貨ベース

では、前年同期比5.7%増の27百万米ドルとなりました。円ベースでは円高による目減りもあり、前年同

期比51百万円増（2.4%増）の22億28百万円、営業利益は、前年同期比79百万円増（46.9%増）の２億50百

万円となりました。  

④その他事業  

海外のウィッグ事業は、欧州やアジアでは堅調に推移しましたが、北米市場ではやや伸び悩みまし

た。その他事業の売上高は、前年同期比10百万円減（0.4%減）の26億15百万円、１億70百万円の営業赤

字となりました。  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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当第１四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金が21億68百万円の増加等により前連結会計年

度末に比べ22億66百万円増加し、379億63百万円となりました。 

負債は、その他の流動負債が10億39百万円の増加となったものの、賞与引当金（4億70百万円減）、未

払金（３億46百万円減）や未払法人税等（１億41百万円減）等により前連結会計年度末に比べ１億55百

万円増加し、96億90百万円となりました。  

純資産は、利益剰余金が15億34百万円、為替換算調整勘定が５億72百万円の増加となったことから、

前連結会計年度末に比べ21億12百万円増加し、282億73百万円となりました。  

  

業績予想につきましては、平成24年４月12日発表の業績予想を変更しておりません。  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

  

（たな卸資産の評価方法の変更） 

当社は、ウィッグを除くその他の商品及び貯蔵品の評価方法について、従来、最終仕入原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっておりましたが、新たな基幹シ

ステムの導入を行ったことを機に、より適正なたな卸資産の評価及び期間損益計算を行うことを目的と

して、当第１四半期連結累計期間より移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。 

  

（追加情報） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用） 

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を

適用しております。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,495 13,663

受取手形及び売掛金 4,220 4,234

商品及び製品 1,971 2,440

仕掛品 158 195

原材料及び貯蔵品 708 767

繰延税金資産 444 458

その他 1,491 1,068

貸倒引当金 △98 △107

流動資産合計 20,390 22,720

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,102 3,087

土地 4,270 4,274

リース資産（純額） 620 594

その他（純額） 732 734

有形固定資産合計 8,725 8,690

無形固定資産   

のれん 222 262

その他 2,439 2,458

無形固定資産合計 2,661 2,721

投資その他の資産   

投資有価証券 229 219

繰延税金資産 66 63

敷金及び保証金 3,222 3,148

その他 942 952

貸倒引当金 △542 △553

投資その他の資産合計 3,919 3,830

固定資産合計 15,306 15,242

資産合計 35,697 37,963
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 257 450

未払金 1,645 1,298

未払法人税等 278 137

繰延税金負債 2 2

前受金 1,179 1,076

賞与引当金 956 485

商品保証引当金 67 74

返品調整引当金 122 98

その他の引当金 21 2

その他 1,934 2,974

流動負債合計 6,467 6,600

固定負債   

リース債務 588 636

繰延税金負債 0 0

退職給付引当金 888 942

資産除去債務 1,015 1,030

その他 574 478

固定負債合計 3,068 3,089

負債合計 9,535 9,690

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,944 12,944

資本剰余金 13,157 13,157

利益剰余金 10,934 12,468

自己株式 △6,987 △6,987

株主資本合計 30,048 31,582

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △3 0

為替換算調整勘定 △3,898 △3,326

その他の包括利益累計額合計 △3,902 △3,326

新株予約権 15 17

純資産合計 26,161 28,273

負債純資産合計 35,697 37,963

㈱アデランス(8170) 平成25年2月期 第1四半期決算短信

5



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

売上高 11,780 13,011

売上原価 2,197 2,238

売上総利益 9,582 10,773

販売費及び一般管理費 9,097 9,015

営業利益 485 1,758

営業外収益   

受取利息 2 4

受取配当金 0 0

不動産賃貸料 44 14

その他 50 33

営業外収益合計 97 52

営業外費用   

支払利息 8 8

不動産賃貸費用 19 3

支払手数料 19 19

貸倒引当金繰入額 － 11

為替差損 － 51

その他 19 5

営業外費用合計 66 97

経常利益 516 1,712

特別利益   

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 2 －

賞与引当金戻入額 270 －

その他 44 0

特別利益合計 317 0

特別損失   

固定資産売却損 － 0

減損損失 － 84

投資有価証券評価損 － 14

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 317 －

その他 253 3

特別損失合計 571 102

税金等調整前四半期純利益 262 1,610

法人税等 66 76

少数株主損益調整前四半期純利益 196 1,534

四半期純利益 196 1,534
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 196 1,534

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △13 3

為替換算調整勘定 282 572

その他の包括利益合計 269 576

四半期包括利益 465 2,110

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 465 2,110
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該当事項はありません。  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成23年３月１日 至 平成23年５月31日) 

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に海外ウィッグ事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,791百万円は、セグメント間取引消去49百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△1,841百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

  

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅰ 当第１四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日) 

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に海外ウィッグ事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,529百万円は、セグメント間取引消去△29百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△1,500百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額

（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

アデランス

事業

(オーダーメイド)

フォンテーヌ

事業

(レディメイド)

ボズレー

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

5,732 2,363 2,176 1,507 11,780 ― 11,780

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― 1,118 1,118 △1,118 ―

計 5,732 2,363 2,176 2,625 12,899 △1,118 11,780

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

1,593 655 170 △141 2,276 △1,791 485

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額

（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

アデランス

事業

(オーダーメイド)

フォンテーヌ

事業

(レディメイド)

ボズレー

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

6,667 2,657 2,228 1,457 13,011 ― 13,011

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― 1,157 1,157 △1,157 ―

計 6,667 2,657 2,228 2,615 14,169 △1,157 13,011

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

2,241 966 250 △170 3,287 △1,529 1,758
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２ 報告セグメントの変更等に関する事項 

当社グループは組織変更を契機に、業績管理区分の見直しを行ったことに伴い、以下のとおり報告セ

グメントの区分を変更しております。 

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分方法

により作成しております。 

  

  

 
  

(※１)  従来「フォンテーヌ事業」に区分していたサロン（女性）を「アデランス事業」に変更いたします。 

(※２)  従来「営業開発事業」に区分していた美材ルートを「フォンテーヌ事業」に変更いたします。 

(※３)  従来「営業開発事業」に区分していた医療事業を「その他」に変更いたします。 

  

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

  

旧セグメント 新セグメント

セグメント サービス名 セグメント サービス名

アデランス事業（男性） サロン（男性）

アデランス事業
（オーダーメイド）

サロン（男性）

フォンテーヌ事業（女性）

サロン（女性） 
（※１）

サロン（女性）

百貨店・直営店

フォンテーヌ事業
（レディメイド）

百貨店・直営店

営業開発事業

美材ルート 
（※２）

美材ルート

医療事業 
（※３）

ボズレー事業
ヘアトランスプラ
ント

ボズレー事業
ヘアトランスプラ
ント

その他

医療事業

その他 その他 その他
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日) 

（ストックオプションとしての新株予約権の発行） 

当社は、平成24年６月21日開催の当社取締役会において、当社の取締役及び従業員に対し、ストッ

ク・オプションとして新株予約権を発行することを決議いたしました。 

  

１．新株予約権の割当対象者及び数 

当社取締役 ７名  960個 

当社従業員 50名 1,750個 

  

２．新株予約権の目的となる株式の種類及び数 

当社普通株式 271,000株（新株予約権１個当たりの目的となる株式数は100株） 

  

３．新株予約権の割当日 

平成24年７月23日 

  

４．新株予約権と引換えに払込む金銭 

金銭の払込みを要しないこととする。なお、本新株予約権は職務執行の対価として付与するものであ

る。 

  

５．新株予約権の行使に際して出資される財産の価額又は算定方法 

各本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、当該各新株予約権を行使することにより交

付を受けることができる株式１株当たりの払込金額（以下、「行使価額」という。）に付与株式数を乗

じた金額とする。 

行使価額は、割当日の属する月の前月の各日（取引が成立しない日を除く。）の東京証券取引所にお

ける当社普通株式の普通取引の終値（以下、「終値」という。）の平均値（１円未満の端数は切り上げ

る。）又は割当日の終値（当日に終値がない場合は、それに先立つ直近の取引日の終値）のいずれか高

い金額とする。  

  

６．新株予約権を行使することができる期間 

平成26年７月24日から平成34年６月21日まで 

  

７．新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

①本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17

条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端

数は、これを切り上げる。 

②本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の

資本金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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